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４ 能代地区 【水土里ネット能代地区】

農業水利施設の維持管理等に係る連携協力活動･水土里の実践活動
国営造成施設管理体制整備促進事業の一環として、「農業水利施設の維持管理等に係る連携協力活動」と、「水

土里の実践活動」を開催した（日程に関しては下記「活動体制」欄参照）。

「農業水利施設の維持管理等に係る連携協力活動」は、公立法人秋田県立大学の学生が参加し、大野分水工、

浅内調圧水槽といった基幹的水利施設の施設見学を実施した。

「水土里の実践活動」は２回開催しており、第１回目は石川自治会と能代市認定こども園渟城幼稚園が参加し、

大野分水工敷地内花壇への花の定植を実施した。第２回目は落合団地自治会が参加し、落合幹線排水路の環境整

備として雑木の撤去を実施した。

これらの活動を通して、地域資源である農業水利施設の持つ多面的機能の重要性を改めて認識し、農業者だけ

ではなく、非農業者も含めた地域全体で農業水利施設を守っていかなければならないことを確認した。

今後とも、学校や自治会等の非農業者と共同で取り組む活動を継続していけるよう努めたい。

活 動 体 制

実 施 主 体 能代地区管理体制整備推進協議会（事務局：秋田県能代地区土地改良区）

後 援 ・ 連 携

実 施 期 間 ７月17日、10月１日、11月27日

参 加 者

７月17日 公立法人秋田県立大学 生物資源科学部アグリビジネス学科 学生38名、教員１名
能代市農業振興課３名 山本地域振興局２名
秋田県能代地区土地改良区職員７名 計51名

10月１日 秋田県能代市認定こども園渟城幼稚園 園児56名、教員２名 石川自治会11名
能代市農業振興課１名 山本地域振興局３名
秋田県能代地区土地改良区職員７名 計80名

11月27日 落合団地自治会11名 山本地域振興局３名 秋田県能代地区土地改良区職員７名
計21名

報 道 関 連 無し

活 動 実 施 年 数 10年目（Ｈ17年～）

連 絡 先 〒016-0014 能代市落合字中大野台100番地23 秋田県能代地区土地改良区 TEL．0185-54-3024

そ の 他 県奨励賞（Ｈ20）県知事賞（Ｈ24）

【活動内容に対する自己評価】 水土里ネット能代地区（武田 佳晃）

○活動の目標及び達成率 目 標 農業水利施設の多面的機能発揮のため、地域住民との施設管理協定締結等の新たな枠
組みを構築する

達成率 70％

○活動に対する評価 協定締結や推進活動を継続してきたことにより事業の趣旨や重要性が理解され、これまで
の活動が定着段階にある。

判定基準
自己判定（達成度）

判定基準
自己判定（達成度）

判定 評価等 判定 評価等

１．取組体制について ②運動の発展・拡大 Ｃ 取り組みを継続し、より一層
活動の浸透に努める必要がある。

①役職員・組合員の参加 Ｂ
活動やＰＲを継続してきたこ
とにより理解が深まってきて
いる。

③運動の計画性 Ｂ
啓発パンフレットを作成し、
実践活動の際には内容の説明
を行っている。

②後継者育成の工夫 － 実施していない。 ４．運動の成果

２．活動の意味性について ａ．組織活性化 Ｃ
総代や組合員の取り組みへの
参加は、一部の人たちに留まっ
ているため、より一層活性化
に努める必要がある。

①基本理念の設定 Ａ 推進協議会で計画策定を実施
し活動を実施している。 ｂ．地域農業 － 地域農業の振興には関係して

いない。

②地域の歴史等の伝承 － 実施していない。 ｃ．地域コミュニティー Ｂ 地元自治会や幼稚園と活動を
実施している。

③運動の先駆性 Ｂ 推進協議会で計画策定に則っ
て活動している。 ｄ．地域資源管理 Ｂ 各施設の保全管理の強化につ

ながっている。

３．運動の継続性・発展性 ５．今後の課題等について

①運動の継続性 Ａ 推進協議会で計画策定を実施
し活動を実施している。

（自己判定）Ａ：大いに達成している Ｂ：達成している Ｃ：少しは達成している Ｄ：達成していない Ｅ：その他


